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　山本准教授は、建築コースの教員であると同時に、風と人間の安全で快適な関わりを研究・創造することを目的とした
研究機関である風工学研究センターに所属し、「建物の空調や換気システム」をテーマとして研究を行っています。新型
コロナウイルス対策として室内換気の重要性が認識されたことをきっかけとして、2020年5月から、専門知識を活かした

「新型コロナウイルス感染症対策」の実験と提案を行い、建築学会のサイト（COVID-19関連活動リンク集）及び本学に附
置する風工学の教育研究機関「風工学研究センター」のサイトにて、その知見を公開しています。
　今回は、風工学研究センターで行われた「パーティションによるエアロゾル遮蔽効果について」を評価する実験の成果
をまとめた資料の公開がきっかけで、分科会からエキスパートオピニオン（専門家）として資料（図）が採用されました。

　「換気を阻害しないパーティションの配置」についての概要は以下のとおりです。

出典：感染拡大防止のための効果的な換気について　新型コロナウイルス感染症対策分科会　令和４年７月14日

　東京工芸大学（学長：吉野弘章、所在地：神奈川県厚木市、以下本学）工学部工学科
建築学系建築コースの山本佳嗣准教授が作成した、「感染拡大防止のための効果的な換
気」における「換気を阻害しないパーティションの配置について」の資料（図）が、新型
コロナウイルス感染症対策緊急提言の一部に採用されました。
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“換気を阻害しないパーティションの配置”を提言
―感染拡大防止のための効果的な換気―
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■山本佳嗣 准教授（工学部工学科建築学系建築コース（建築環境計画研究室））
　早稲田大学で建築学と建築環境工学を修了後、株式会社日本設計にて空調衛生設備設計と建築物の環境配慮
計画を行い、12年間で20物件以上の設計を担当。実務の傍ら学会活動や研究活動を続け、2017年に建物の自然
換気システムに関する研究で早稲田大学の論文博士を取得。2018年に本学着任後、専門分野である建物の通風に
関する研究や、実務経験を活かした建築設備・エネルギーマネジメント・環境建築に関する実践的研究に取り組んで
いる。

（「東京工芸大学風工学研究センター」拠点担当者／「日本建築学会 空気環境運営委員会 換気・通風による感染対
策WG」委員／「空気調和・衛生工学会 新型コロナウイルス対策特別委員会」委員／建築環境・省エネルギー機構

「COVID-19検討委員会」委員）

■関連記事
　・第17回 新型コロナウイルス感染症対策分科会（7/14開催）
　 ht tps : / /www.cas .go . jp / jp / se i saku/ fu l / ta i sakusu i s in .h tml
　・感染拡大防止のための効果的な換気について
　 ht tps : / /www.cas .go . jp / jp / se i saku/ fu l / ta i sakusu i s in /bunkaka i /da i17/kank i_ te igen .pd f
　・尾身会長の記者会見（25分頃）
　 ht tps : / /www.youtube .com/watch?v=U7OK433tmBE

研究名：「相対湿度を変化した場合のエアロゾル流動に関する可視化実験」
実験協力：尾方壮行助教（東京都立大学）

研究名：「パーティション形状がエアロゾル遮蔽性能に与える影響に関する
可視化実験」
実験協力：尾方壮行助教（東京都立大学）


